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公民館のよりよい運用に向けて

大規模改修を予定している市立図書館

図
書
館
大
規
模
改
修
事
業

佐
賀
市
立
公
民
館
条
例

〔
質
問
〕
佐
賀
市
立
公
民
館
館
長
会
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
が
、公
民
館
の

在
り
方
が
変
わ
る
こ
と
に
懸
念
を
持
つ
館

長
が
多
数
い
た
。現
場
と
の
認
識
に
食
い

違
い
は
な
い
か
。

〔
答
弁
〕
昨
年
２
月
の
公
民
館
の
あ
り
方

検
討
委
員
会
か
ら
の
提
言
後
、合
計
８
回
、

連
絡
会
議
等
で
内
容
や
協
議
の
進
捗
状
況

を
説
明
し
て
き
た
。

〔
質
問
〕
今
後
、若
い
方
た
ち
に
公
民
館
の

利
用
を
促
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
だ

が
、若
い
方
た
ち
の
利
用
は
主
に
休
日
や

夜
間
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。公
民
館
職

員
だ
け
で
対
応
で
き
る
の
か
。

〔
答
弁
〕地
域
の
団
体
等
も
一
緒
に
関
わ
っ

て
対
応
し
て
い
く
仕
組
み
を
考
え
て
い
き

た
い
。

〔
質
問
〕
利
用
率
の
高
い
公
民
館
で
は
、今

後
、営
利
目
的
の
利
用
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
に
よ
り
、予
約
が
さ
ら
に
取
り
に
く
く

な
る
の
で
は
な
い
か
。

〔
答
弁
〕
地
域
の
団
体
は
１
月
初
日
か
ら

１
年
分
の
予
約
が
優
先
的
に
で
き
る
と
い

う
運
用
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
他
の
団
体

は
、現
在
の
２
カ
月
前
の
抽
選
予
約
か
ら
、

１
カ
月
前
の
先
着
順
に
変
わ
る
こ
と
に
な

り
、地
域
の
優
位
性
は
む
し
ろ
向
上
す
る
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
ま
た
は
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

第
20
号
議
案
に
つ
い
て
附
帯
決
議
案
を
全

会
一
致
で
可
決
。

〔
質
問
〕
基
本
設
計
委
託
料
の
積
算
方
法

は
。

〔
答
弁
〕
国
の
基
準
を
準
用
し
て
お
り
、

既
存
建
物
の
安
全
性
確
認
等
の
追
加
業
務

を
見
込
ん
で
算
出
し
て
い
る
。

〔
質
問
〕
基
本
設
計
の
委
託
先
は
４
事
業

者
に
よ
る
共
同
企
業
体
と
の
こ
と
だ
が
、

業
務
発
注
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
公
募
要
件

で
、共
同
企
業
体
の
構
成
上
の
、特
別
な
要

件
は
あ
っ
た
の
か
。

〔
答
弁
〕
市
内
の
事
業
者
を
代
表
ま
た
は

構
成
員
に
含
む
必
要
が
あ
っ
た
。

〔
質
問
〕
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策
定

委
員
会
委
員
が
受
託
事
業
者
の
構
成
員
に

な
っ
て
い
る
。他
自
治
体
で
は
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
、策
定
委
員
が

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
参
加
企
業
体
と
利
害
関
係

を
持
た
な
い
な
ど
、厳
し
い
基
準
を
定
め

て
い
る
事
例
も
あ
る
が
、市
の
考
え
は
。

〔
答
弁
〕
市
内
事
業
者
に
幅
広
く
参
加
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
法
人
格
の
要
件
を
設

け
な
い
と
し
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
構
成

と
な
っ
て
い
る
。

〔
質
問
〕
今
後
、審
査
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
一
般
公
開
し
て
は
ど
う
か
。

〔
答
弁
〕
一
般
公
開
し
て
い
る
自
治
体
が

あ
る
こ
と
は
把
握
し
て
い
る
。
今
後
の
課

題
と
し
た
い
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
ま
た
は
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

委員会で審査した議案

委員会で審査した議案

●令和７年度一般会計予算（所管分）
●一般会計補正予算（第８号）（所管分）
●佐賀市立公民館条例
●職員の給与に関する条例等の改正
●消防団員の退職報償金支給に関する条例の

改正
●市税条例の改正
●佐賀市公民館条例の改正（諸富公民館関連）
●佐賀県市町総合事務組合規約の変更

その他７件

●令和７年度一般会計予算（所管分）
●一般会計補正予算（第８号）（所管分）
●乳児等通園支援事業の設備及び運営に関す

る基準を定める条例
●国民健康保険税条例の改正
●子どもの医療費の助成に関する条例の改正
●佐賀市立図書館条例の改正
●富士大和温泉病院事業の設置等に関する条

例の改正
その他 11 件

は「令和 7 年度当初予算」です。は「条例」、

当

当条

条

常任委員会の審査報告
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委員会で審査した議案

委員会で審査した議案

●令和 7 年度一般会計予算（所管分）
●令和 7 年度自動車運送事業会計予算
●一般会計補正予算（第８号）（所管分）
●自動車運送事業会計補正予算（第2号）

●令和 7 年度一般会計予算（所管分）
●一般会計補正予算（第８号）（所管分）
●市道路線の認定
●財産の取得　

その他７件

クリークに広がる水草

浚
しゅんせつ

渫の様子

浚
しゅんせつ

渫とは…河川や港などの水底をさ
らって土砂などを取り去る工事のこと

常任委員会では、本会議から付託された議案や請願などについて審査を行っています。
2 月定例会での各委員会の主な審査内容を紹介します。

水
草
除
去
強
化
支
援
事
業

交
通
モ
ー
ド
最
適
化
調
査
・

分
析
事
業

建
設
発
生
土
仮
置
場
実
証
事
業

〔
質
問
〕
水
草
が
水
稲
の
圃ほ
じ
ょ
う場

に
入
ら
な

い
よ
う
に
防
除
対
策
を
徹
底
的
に
行
う
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

〔
答
弁
〕
水
草
の
中
で
も
、
特
定
外
来
生

物
で
あ
る
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
や
ブ

ラ
ジ
ル
チ
ド
メ
グ
サ
に
は
、
農
家
以
外
の

市
民
も
非
常
に
困
っ
て
い
る
。
何
と
か
撲

滅
さ
せ
た
い
が
、
全
国
的
に
見
て
も
撲
滅

で
き
る
よ
う
な
手
法
が
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
環
境
省
や
民
間

な
ど
が
連
携
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
ド

ロ
ー
ン
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
農
薬
散
布
に

よ
る
防
除
の
検
討
や
防
除
後
、
紫
外
線
で

枯
死
さ
せ
る
技
術
の
検
討
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
佐
賀
市

内
で
も
実
験
的
に
行
い
た
い
と
聞
い
て
お

り
、
全
面
的
に
協
力
し
て
、
撲
滅
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〔
質
問
〕
特
定
外
来
生
物
対
策
の
柱
の
中

に
、市
民
と
の
連
携
と
あ
る
が
、具
体
的
に

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

〔
答
弁
〕
生
産
組
合
や
自
治
会
な
ど
に
対

し
、
特
定
外
来
生
物
の
取
り
方
や
処
理
方

法
を
説
明
し
、
早
期
発
見
・
早
期
駆
除
の

依
頼
を
行
う
こ
と
で
、
市
民
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
る
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

〔
質
問
〕
運
転
士
不
足
の
深
刻
化
、
高
齢

者
等
の
移
動
の
確
保
、
路
線
バ
ス
の
非
効

率
な
運
行
、
公
共
交
通
空
白
地
対
策
な
ど

を
踏
ま
え
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
交

通
体
系
の
調
査
・
分
析
を
行
う
と
の
こ
と

だ
が
、
今
後
、
地
域
ご
と
に
行
政
か
ら
の

提
案
が
期
待
で
き
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
特
定
の
路
線
や
地
域
で
従
来
と

は
異
な
る
交
通
の
在
り
方
が
望
ま
し
い
と

判
断
し
た
場
合
は
、
地
域
に
対
し
て
ア
プ

ロ
ー
チ
を
し
て
い
く
。

〔
質
問
〕
行
政
は
地
域
で
交
通
の
在
り
方

を
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
す
る
一
方
で
、

地
域
は
行
政
が
運
営
し
て
く
れ
る
も
の
だ

と
い
う
、
認
識
の
違
い
が
出
て
く
る
と
思

う
。
こ
の
事
業
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
。

〔
答
弁
〕
課
題
と
し
て
、
行
政
が
ど
こ
ま

で
負
担
で
き
る
の
か
と
い
う
点
と
、
地
域

が
主
体
と
な
り
得
る
の
か
と
い
う
点
が
あ

る
。
理
想
の
姿
を
描
い
た
上
で
、
丁
寧
に

説
明
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

〔
質
問
〕
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫し
た
土
砂
に
石
灰
な
ど
を

加
え
て
再
利
用
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
品

質
に
問
題
は
な
い
の
か
。

〔
答
弁
〕
土
砂
の
受
け
入
れ
先
に
よ
っ
て

必
要
な
強
度
が
異
な
る
。
現
場
が
求
め
る

基
準
を
満
た
す
強
度
の
土
砂
に
な
る
よ
う

改
良
し
た
上
で
再
利
用
す
る
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

は「令和 7 年度当初予算」です。

当

当

当

当

経
済
産
業
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会


